
平成２８年１２月 鴻巣市議会定例会一般質問 

 

 平成２８年１２月８日（木） 

 

質問順位６ 永沼 博昭 （一問一答式） 

 

１ 建設行政 

 (1) 安全・安心な自転車利用の促進 

  ア 自転車利用のマナー等向上の取組について 

  イ 自転車保険加入の促進について 

  ウ 自転車ネットワーク計画について 

 (2) 水道施設の耐震化 

  ア 水道施設の耐震化計画について 

 

２ 総務行政 

 (1) 再任用制度 

  ア 再任用職員と新規採用職員の採用の考え方について 

  イ 再任用の選考方法について 

  ウ 再任用期間について 

 

 

 

質問順位７ 加藤 英樹 （一括質問・一括答弁式） 

 

１ 福祉こども行政 

 (1) 生活保護者の就労支援について 

  ア 本市の生活保護者の就労支援の状況は 

  イ 近隣市の状況は 

  ウ 中間的就労の内容は 

 

２ 健康づくり行政 

 (1) 国民健康保険制度の改正について 

  ア 制度改正に向けての進捗状況は 

  イ 制度改正後の職員の事務量は 

 

 



３ 都市整備行政 

 (1) 上谷総合公園内サッカー場の人工芝の状況について 

  ア 適正な人工芝の長さと現在の状況は 

  イ けが防止の観点からの今後の取組は 

 

 

 

質問順位８ 潮田 幸子 （一問一答式） 

 

１ 企画行政 

 (1) 災害発生時における安全・安心確保について 

  ア 避難所の指定・運営 

  イ 各指定避難所における備蓄品点検・更新 

  ウ 在宅・車中避難者への支援 

  エ 消防団・自主防災組織等への情報伝達体制 

  オ 災害時応援協定の推進 

 (2) 障がい者・児や高齢者、妊婦など災害発生時に特に配慮を要する方への

支援について 

  ア 避難行動要支援者名簿の活用 

  イ 福祉避難所開設・運営・物資の整備 

  ウ 情報伝達の配慮 

 

２ 学校教育行政 

 (1) コミュニティスクール推進について 

  ア 学校応援団・放課後子ども教室等運営における地域リーダーと学校の

関わり 

  イ 文部科学省・県が進めるコミュニティスクールに対する本市の考え方 

  ウ 学校運営協議会を立ち上げることについての課題 

 

３ 健康づくり行政 

 (1) 乳がん検診の拡充について 

ア 高濃度乳腺の検査結果配慮 

  イ 無料クーポン対象者が４０歳のみになった影響 

  ウ 若年罹患傾向から、検診補助対象年齢を３０歳代に広げることはでき

るか 

 



質問順位９ 羽鳥 健 （一括質問・一括答弁式） 

 

１ 教育総務行政について 

 (1) 小・中学校のエアコン設置後について 

  ア 使用状況について 

  イ 設置されていない教室について 

  ウ エアコンの使用基準について 

 (2) 小・中学校の洋式トイレ化について 

  ア 洋式トイレ化の進捗状況について 

  イ トイレの衛生管理について 

 (3) 鴻巣市立小・中学校適正配置等審議会の進め方と、今後の動向について 

  ア 審議会委員の任期までの職務と会議について 

  イ 川里地域の小中一貫校の提案に不可欠な条件について 

  ウ 現在の川里地域における小中連携による教育の成果について 

 

２ 建設行政について 

 (1) 道路の補修・改修・改良について 

  ア 市民から直接担当課に連絡できる携帯アプリの導入について 

  イ 道路改修・改良の要望件数と対応した件数と内容について 

  ウ 鴻巣市道路等整備箇所評価検討委員会にかけられる案件について 

 

３ 企画行政について 

 (1) 地震対策について 

  ア 今後予想される大地震への対応について 

  イ 避難所の指揮・運営について 

  ウ 水の備蓄について 

 (2) 平成２９年度予算編成においての合併特例債をはじめとした起債と今

後について 

  ア それぞれの起債の内容について 

  イ 起債償還について 

 

 

 

 

 

 



質問順位１０ 矢島 洋文 （一括質問・一括答弁式） 

 

１ 企画行政 

 (1) 住んでみたい、住んでよかった、住み続けたいまちづくりについて 

  ア 鴻巣市を選んでもらえるファクターは 

イ 特徴的な施策の展開は 

 

２ 学校教育行政 

(1) 通学路の安全について 

  ア 通学路の指定手続きは 

  イ 安全点検の手順は 

  ウ 把握している危険箇所数は 

  エ 危険箇所の安全対策は 

  オ 通学路での事故例は 

  カ 危険箇所改修の優先順位は 

 

 

 


